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01 評価と感染予防
全ての処置歯とインプラント補綴に

おける口腔衛生対策
▶ まずは洗口剤で洗口する

▶ 歯、歯肉、歯周組織を評価する
▶ インプラントとインプラント

    周囲組織を評価する

08 新たなリコール予約
歯肉の健康 = 生活の向上

▶ リスク分析に従い、リコール時期を計画する
▶ 患者さんに治療の評価をしてもらう

02 染出し
バイオフィルムの可視化

▶ 染出し液で染出されたバイオフィルム
と問題のある部位を患者さんに説明する

▶ 染色がバイオフィルム除去の
目安になる

▶ バイオフィルムが除去されると、
歯石の検出が容易になる

07 指差し確認
患者さんを笑顔に

▶ バイオフィルムの取り残しがないかどうか
最終確認をする

▶ 歯石が完全に除去されたかをチェックする
▶ 齲蝕の有無を正確に歯科医師が診断する

▶ 歯面にフッ素を塗剤して保護する
▶ ポリッシングの必要はありません

03 情報提供
患者さんの意識向上と指導

▶ 予防の重要性を強調する
▶ 口腔衛生について患者さんに

指導する
▶ 個々の患者さんに合わせた

清掃器具を推奨する

06 スマートピエゾン 
とチップPS

残った歯石の除去
▶ 歯肉縁上と縁下10mmまでには、 

低侵襲のピエゾンチップPSを使用する
▶ 10mm以上のポケットには 

ミニキュレットを使用する
▶ 縁下3mmまでのインプラント 

補綴周囲や修復物には、
ピエゾンチップPIを使用する

05 歯肉縁下のペリオフロー
4mmから9mmまでの 

歯周ポケット内のバイオフィルムを除去
▶ 天然歯の深いポケット内、根分岐部や

インプラント周囲粘膜炎には、 
エアフローパウダープラスを使用する

▶ ポケットの深さがわかる目盛り付きの
ペリオフローノズルを使用する

04 歯肉縁上・ 
縁下のエアフローMAX

バイオフィルム、ステイン、早期歯石を除去

▶ 天然歯、修復物やインプラントには、 
エアフローMAXを使用する

▶ 14μmのエアフローパウダープラスを 
用いて、歯肉縁上・最深4mmまでの縁下の

バイオフィルムを除去する 
▶ エアフローパウダー レモンを使用して、

エナメル質上に残っているステインを除去する

 

GBT®をご存知ですか？
リコール率 UP ！
患者様快適度が高いメインテナンス手順のご紹介セミナー
講 師：EMS Japan 株式会社 九州沖縄担当エリアセールスマネージャー 末崎 悦子

お
申
し
込
み
書

貴医院名

ご住所

TEL　　　　　　　　　　　　　 FAX

すべてのご参加者名および E-mail アドレスをこちらにご記入ください

GBT(Guided Biofilm Therapy: 誘導的バイオフィルム療法 ) とは
GBT は経験豊富な歯周病専門医、齲蝕学専門医、歯科衛生士の協
力を得て、EMS が臨床的に証明された技術に基づき開発したメイ
ンテナンスの手法です。また、外科的処置に頼らない予防歯科の
新しいアプローチです。

なぜ GBT なのか
施術者が共通認識を持ち、トレーニングを行うことで誰でも同じ
スキルで患者へ対応することが可能になります。GBT ステップに
含まれる口腔内の確認（評価）や情報提供により、患者の意識を
改善しモチベーション維持したリコール率の高いメインテナンス
を行うことが可能となります。

・メインテナンスの必要性と重要性
・グローバル基準に基づいた
　メインテナンス

・EMS の器械、ハンドピース
　消耗品の紹介と使用方法

・症状別の使用パウダーの種類
　含有物と使用方法

・質疑応答

2022 年

９月29 日（木） 
オンラインセミナー

開催

開催日時：2022 年９月 29 日（木）　19:30 〜 20:00
セミナー受講料：無料　会場：Zoom オンラインセミナー　定員：50 名
主催：株式会社 UK デンタル
問合せ：株式会社 UK デンタル企画部 TEL  ：096-377-2555 / FAX 096-377-2554

セミナー内容：GBT について


